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大学生による確率のとらえ方
―降水確率を対象に―

伊藤朋子（早稲田大学）

キーワード：確率，単一事象確率，頻度論的確率

人は，確率をどのようにとらえているのだろう

か。確率とは，事象の起こる確からしさを数量的

に表したものである。確率という言葉には，いく

つかの解釈がある。以下で用いる確率の解釈は，

グムールマン(1964)，小島(2005)，広辞苑(第五版)，
および心理学事典(1981)に基づく。 

「数学的確率」とは，例えば「サイコロの目の

出方には 6 通りあり，各々の目の出方には優劣が

つけられない。よって，1 の目が出る確率は 1/6」
のような考え方によって求められる確率である。

ここでは，互いに排反で，1 つだけが確実に起こ

るような事象系で，同様に確からしいとされてい

る「根源的な場合」が想定される(古典的定義)。
確率の 0≦P≦1 という性質は，こうした古典的定

義から導かれる。 
「単一事象確率 probability of a single event 

（主観的確率 subjective probability）」とは，1
回しか起こらない単一事象について推論する場合

に用いられる確率，すなわち，「ある事象の起こり

やすさの程度は p であろう」のように推定される

確率である。これは，例えば「明日 A さんが亡く

なる確率は～%であろう」のように表現される。 
「頻度論的確率（frequency，相対度数，統計

的確率，客観的確率）」とは，例えば「人口 100,000
人のうち 10 人がある病気を発症している場合，

その病気を発症する確率は 10/100,000」のような

考え方によって求められる確率である。これは，

大数の法則という経験法則（ある事柄を何回も繰

り返すと一定事象の起こる割合は回数を増すに従

って一定値に近づいていく）に基づく確率である。 
本発表では，日常生活で耳にすることの多い「降

水確率」に関する課題の結果を分析し，大学生が

確率をどのようにとらえているかを明らかにする。

方 法

調査対象者 東京都内の私立大学生 23 名であっ

た。課題 「確率に関する説明課題」（問 1～問 6）
を出題した。本発表では，降水確率に関する問 2
に対する説明を分析する (Figure 1)。 

新聞の天気予報欄を見ると，明日 12 月 20 日の

降水確率は 70％と出ていました。それでは，「降

水確率 70％」とはどういう意味ですか。確率とい

うことばを知らない人に教えるつもりで，この表

現の意味をわかりやすく説明してください。 
「確率に関する説明課題」の問

なお，気象庁では降水確率を以下のように定義

している。・予報区内で一定の時間内に降水量にし

て１mm 以上の雨または雪の降る確率（％）の平

均値で，0，10，20，…，100％で表現する（この

間は四捨五入する）。・降水確率 30％とは，30％と

いう予報が 100 回発表されたとき，その内のおよ

そ 30 回は 1 mm 以上の降水があるという意味で

あり，降水量を予報するものではない。（https:// 
www.jma-net.go.jp/akita/Q&A/qandanew_23.ht
m（2019.4.6 アクセス））手続き 教室で問題用

紙を配布し，授業内に集団形式で実施した。 
結果と考察

以下の 3 つの説明タイプが出現した。 
タイプ （頻度論的確率による説明） これは，

例えば「70%の日が 10 回あるとすると，だいた

い 7 回くらいは雨が降るということ」のように，

頻度論的確率による説明をしたものである（出現

率 43.5%）。本タイプの中には，「12 月 20 日が 100
回あったとしたらそのうち 70 回雨が降る」「10
回明日が来るとして，そのうちの 7 回は雨が降る

ということ」のように誤った説明をしている人も

いた。また，「もし 10 回同じような天気の日があ

ったとしたら，7 回は雨が降るということ」のよ

うに「同じ」という言葉を用いて，同様に確から

しい場合を想定していると考えられる説明（数学

的確率による説明と考えられるもの）も出現した。 
タイプ （単一事象確率による説明） これは，

例えば「明日雨降る可能性は 7 割である」のよう

に，単一事象確率による説明をしたものである（出

現率 34.8%）。 
タイプ （割合による説明） これは，例えば

「ある地域全体を 100%とした時，全体の 70%の

場所で雨が降るという意味」のように，割合によ

る説明をしたものである（出現率 13.0%）。図を

描いて説明をした人もいた。 
その他 単一事象確率と割合の両方による説明

を行った人が 1 名，白紙が 1 名いた。

  説明タイプとその人数，および% 
説明タイプ 人数（%） 

タイプ 1（頻度論的確率による説明） 10 (43.5) 
タイプ 2（単一事象確率による説明） 8 (34.8) 

タイプ 3（割合による説明） 3 (13.0) 
その他 2 (8.7) 
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「越境の説明力」育成を目的としたプレゼンテーション・セミナーの効果
―スーパーグローバルハイスクールにおける生徒の学びの指標開発―

○中野美香（福岡工業大学） 松本邦明＃（福岡県立鞍手高等学校）

キーワード：プレゼンテーション，越境の土俵，

目 的

福岡県立鞍手高等学校は平成 年度に 校

に指定され，グループによる課題研究を中心とした取

組を行っている。 事業を導入する以前と比べて，

フィールドワークや海外研修など，学校外部の他者と

の交流の機会が増加した。生徒一人一人が課題研

究における学びを深めるためには，様々な社会的背

景を持つ他者との交流が欠かせない。これまでの

様々な活動を通して生徒のコミュニケーション能力に

成長が見られるが，議論の場で自発的に意見を発表

したり，質問やファシリテーションすることに苦手意識

を感じる生徒が多い。また学校外の異なる世代や外

国人との関わりに対する積極性に課題がある。

国際化社会においては他者との対話を通して自己

を越境し，「越境の土俵」の発見できるような越境の説

明力が求められる（中野， ）。 事業において

も越境の土俵発見の場を設定するとともに，研究の過

程や研修を通して，越境の説明力がどのように育まれ

ているのかを検証している。そこで本論では，第一筆

者が高校 年生を対象に実施した越境の説明力育

成支援のためのセミナーの効果を明らかにすることを

目的とする。

方 法

対象者 福岡県立鞍手高校人間文科コース 年生

（男 ，女 ）名。

セミナーの概要 年 月 日に実施された人間

文科コースのスプリングセミナーにおいて， 時 分

から 時 分の間，プレゼンテーションの基礎的な

方法を学ぶことをねらいとしたアクティブラーニング型

授業を第一筆者がおこなった。対象生徒は か月前

に 年生の最終報告会に出席しており， 年後の発

表に向けて初めてプレゼンテーションを学ぶ機会であ

った。講義では越境の説明力の重要性を説明し，プ

レゼンテーションの技法について並行反復学習法に

基づく 回のグループワークによる実践を通して理解

を深めた。授業中の発表は ではなく紙を用いて

分間の簡易のプレゼンテーションとした。

手続き セミナーの実施前後に調査の趣旨を説明し，

プレゼンテーションのルーブリックに回答してもらった。

回答時間は 分程度であった。

質問項目 ルーブリックは以下の 項目で構成され

る：「 声」「 アイコンタクト」「 ジェスチャー」「

話し方」「 声のトーン」「 画面」「 アイデア」「

絵や写真の挿入」「 グラフ」「 前後の変化」「

大きさやフォント」「 聴衆を引き付ける内容」「

簡潔にまとめる」「 発表の雰囲気」「 質疑応答」

「 ユーモア」「 発表の準備」「 情報力」「

場の雰囲気」であった。このうち「 前後の変化」は

授業内容と合致していなかったため対象から除外し

た。 段階評価（ 「相当の努力を要する」～ 「期待し

ている以上」）で回答してもらった。

結果と考察

セミナー前後のルーブリックの得点の変化を

に示す。 項目中 項目で事前事後に統

計的に有意な差が見られた。差が大きかった項目か

ら順に，「場の空気」「ジェスチャー」「発表の雰囲気」

「声のトーン」「話し方」「声」「簡潔にまとめる」「質疑応

答」「聴衆への配慮」「画面」である。事前事後で最も

差が大きかった「場の空気」は，聴衆を意識した上で

自分のメッセージの内容や伝え方を工夫できるかどう

かを問う，越境の説明力に関する項目であった。講義

で越境の説明に関する理解が深まったことで，これら

の項目の得点が向上したと考えられる。

セミナー前後の得点の変化

一方，セミナーはパソコンを使用せず，短時間の実

践だったため，フォントなど 作成に関連する項目

は伸びが見られなかった。今後はこの結果を基に，段

階的な越境の説明力を育む指導のアプローチを提案

し，今後の学びの成長プロセスを明らかにしたい。
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